
不動産合同公売を実施します… ………………８
都市計画区域拡大のお知らせ……………12

忘れてはいけない自然の脅威と備え……２
市国民健康保険のお知らせ………………９

主な内容

祭りの余韻に気分は最高潮！

　８月17日～19日に開催された「渋川山車まつり」。最
終日に行われた「まちなか曳

ひ

き廻
まわ

し」では、山車から伸
びた２本の綱を手に、もみ合う引き手の熱気と19台の
勇壮な山車が観衆を魅了しました。祭りの締めくくりに
は、全ての山車が新町五差路に集結。参加者は、２年
に１度開催される祭りの余韻に浸っているようでした。
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忘
れ
て
は
い
け
な
い

自
然
の
脅
威
と
備
え

忘
れ
て
は
い
け
な
い

自
然
の
脅
威
と
備
え

土石流が発生した直後の沼尾川上流　昭和22年に日本列島を襲
ったカスリーン台風。赤城地区では、沼尾川の氾濫により死者
83人、流失家屋167戸、床上浸水211戸と甚大な被害に見舞われた

　私たちの生活に甚大な被害をもたらす地震や台
風、大雨などの自然災害。
　近年では、昨年３月11日の東日本大震災をはじ
めとして、大規模な災害により、全国各地で大き
な被害がもたらされています。
　いつ発生するか誰にも分からない自然災害。人
の力では抑えることができません。
　被害を最小限にするために必要なことは何か―。
　一人ひとり、そして、地域全体が防災意識を強
くもち、災害に備えることが求められています。
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過
去
の
教
訓
を
現
在
・
未
来
に
生
か
す

過
去
に
本
市
を
襲
っ
た

数
々
の
自
然
災
害

　

本
市
は
、
比
較
的
災
害
が
少
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
は
本
当
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
、
過
去
に
は
地
震
や
台
風
な

ど
に
よ
り
、
本
市
も
大
き
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
の
で
す(
抜
粋)

。

カ
ス
リ
ー
ン
台
風　

▽
発
生
日
＝
昭

和
22
年
９
月
14
日
～
15
日　

▽
被
害

状
況
＝
子
持
地
区
で
利
根
川
堤
防
の

決
壊
、
赤
城
地
区
で
沼
尾
川
と
天
竜

川
の
決
壊

伊
勢
湾
台
風　

▽
発
生
日
＝
昭
和
34

年
９
月
26
日
～
27
日　

▽
被
害
状
況

＝
県
全
域
で
死
者
10
人
、
負
傷
者
27

人
、
家
屋
全
壊
５
３
６
件
・
半
壊
１

８
２
６
件
・
一
部
損
壊
８
２
２
６
件

集
中
豪
雨　

▽
発
生
日
＝
昭
和
41
年

６
月
27
日　

▽
被
害
状
況
＝
伊
香
保

地
区
で
浸
水
、
土
砂
崩
れ
、
橋
流
出

集
中
豪
雨　

▽
発
生
日
＝
昭
和
54
年

９
月
９
日　

▽
被
害
状
況
＝
渋
川
地

区
で
床
上
浸
水
18
件
、
床
下
浸
水
81

件
、
道
路
損
壊
、
護
岸
崩
れ

集
中
豪
雨　

▽
発
生
日
＝
昭
和
62
年

９
月
９
日
～
10
日　

▽
被
害
状
況
＝

子
持
地
区
で
家
屋
一
部
損
壊
６
件
、

床
上
浸
水
16
件
、
床
下
浸
水
１
２
９

件
、
道
路
損
壊
、
橋
流
出
、
河
川
決

壊
、
が
け
崩
れ

新
潟
県
中
越
沖
地
震　

▽
発
生
日
＝

平
成
16
年
10
月
23
日　

▽
被
害
状
況

＝
北
橘
地
区
で
屋
根
瓦
の
被
害
な
ど

１
７
１
件
の
ほ
か
、
市
内
各
地
で
１

４
５
件

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震　

▽
発
生

日
＝
平
成
23
年
３
月
11
日　

▽
被
害

状
況
＝
市
内
で
負
傷
者
２
人
、
家
屋

半
壊
１
件
、
一
部
破
損
８
１
５
件
、

道
路
損
壊
、
橋
り
ょ
う
損
壊
、
が
け

崩
れ

　

万
が
一
、
市
内
で
大
き
な
災
害
が

発
生
し
た
ら
、
防
災
機
関
は
、
市
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
懸
命

な
活
動
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
通

信
や
交
通
網
の
混
乱
、
電
気
・
ガ
ス

・
水
道
等
の
供
給
停
止
な
ど
に
よ
り

防
災
機
関
が
十
分
な
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
自
分
や

家
族
は
自
ら
が
守
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
が
お
互

い
に
助
け
合
い
、
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
人
命
救
助
な
ど
の
防
災
活
動
を

行
う
こ
と
が
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
何
よ
り
重
要
な
こ
と
と

な
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
意
識
で

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

インタビュー：カスリーン台風の被災者に聴く

忘れないでほしい
“自然は恐い”

角田峯一さん
(赤城町深山)

　

大
正
12
年
の
こ
の
日
に
関
東

大
震
災
が
発
生
。
災
害
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

昭
和
35
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
58
年
に
は
８
月

30
日
～
９
月
５
日
が
「
防
災
週

間
」
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ご
存
じ
で
す
か
？

　

９
月
１
日
は

　
　
　

「
防
災
の
日
」
で
す

特集

９・１防災の日

　被害に遭って
から60年以上経
ちますが、恐い
体験は忘れない
ものです。昭和

22年は、いつにもなく台風の多い年でした。
被害に遭ったのは９月15日ですが、前日の
午後から土砂降りの雨が続き、朝になって
もやむことはありませんでした。何となく
気味が悪く、その日のお昼ごはんがおいし
くなかったのを覚えています。後から聞い
た話ですが、赤城山の地鳴りを聞いた人も
いたそうです。最初の洪水は午後１時ごろ、
地元で前入沢と呼ばれている、普段はわき
水程度の沢から発生しました。杉の木が倒
れもせず、根っ子ごと流されていきました。
その周辺の沢からも次々と大水が出て、入
道雲のような、二階建ての家屋よりもはる
かに高い土石流が襲ってきて、家も人も家
畜も簡単に流されていきました。私は、必
死に高台へ逃げて助かりましたが、もう少
し逃げ足が遅ければ分かりませんでした。
現在では、国や県などにお金をかけていた
だき川が整備されています。中には、お金
をかけたのだから、もう大丈夫だと言う人
もいますが、災害はいつ起こるか分かりま
せんし、“自然は恐い”ということを忘れては
いけません。
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自
主
防
災
組
織
と
は
、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い

う
理
念
の
も
と
、
自
治
会
な
ど
を
単

位
と
し
て
結
成
さ
れ
、
災
害
に
よ
る

被
害
を
予
防
ま
た
は
軽
減(

減
災)

す

る
た
め
の
組
織
で
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に

よ
っ
て
、
お
互
い
が
助
け
合
お
う
と

い
う
意
識
が
薄
れ
、
昔
な
が
ら
の
近

所
付
き
合
い
も
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
大
き
な
災
害
が
発

生
し
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
特

に
大
き
な
災
害
に
よ
っ
て
地
域
が
孤

立
し
た
場
合
に
は
、
同
じ
地
域
に
住

む
住
民
同
士
が
相
互
に
協
力
し
合
う

「
共
助
」が
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
、

最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

災
害
時
に
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
は
、
住
民
同
士
の
助
け
合

い
な
ど
に
よ
る
「
地
域
の
防
災
力
」

が
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
が
、
過
去

の
例
か
ら
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
「
地
域
の
防
災
力
」

を
高
め
る
た
め
の
核
と
な
る
組
織
が

自
主
防
災
組
織
で
す
。

　

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
の

重
要
性
、
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

に
つ
い
て
貴
重
な
教
訓
を
得
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
の
全
国
の
組
織
率
は
、

平
成
７
年
の
43
・
１
㌫
か
ら
平
成
22

年
に
は
74
・
４
㌫
へ
と
増
加
し
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
意
識
や
取
り
組
み
が
広
が
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
、
そ
の
活
動
も
積

極
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
現
在
52
の
自

主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
内
の
１
０
７
自
治
会
の

う
ち
、
77
の
自
治
会
が
自
主
防
災
組

織
に
加
盟(

72
・
０
㌫)

し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
今
年

２
月
に
北
橘
地
区
自
主
防
災
会
、
４

月
に
小
野
上
地
区
自
主
防
災
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
設
立
と
活
動
の

活
性
化
は
、
今
後
の
防
災
対
策
を
計

画
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
重
要
な
課

題
で
す
。
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織

の
１
０
０
㌫
組
織
化
を
目
指
し
、
必

要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
で

地
域
の
防
災
力
ア
ッ
プ

全
国
的
に
広
が
る

自
主
防
災
の
意
識
と
活
動

インタビュー：自主防災組織の皆さんに聴く

豊秋地区では11月11日に合同自主防災訓練を初開催
　11月11日に豊秋地区全ての自主防
災組織や女性会などが集まり、豊秋
小学校で「豊秋地区合同自主防災訓
練」を初めて開催します。内容は、
炊き出し訓練や歩行困難者の搬出訓
練などで、700人規模の参加を見込
んでいます。各自主防災組織でも行

っている訓練ですが、その意義は、毎
回同じことを繰り返し行うことにあ
ると思います。基本の積み重ねが応
用力となり、いざという時にきっと
役立つと信じています。また、豊秋
地区一部自治会の避難所となってい
る豊秋小学校が会場ということもあ
り、同校の協力も得て、いざという

時のために設置されている物
品などの確認もしたいです。
今回の訓練で豊秋地区の絆を
深められたら最高です。

訓練の準備を進めている自
治会長の皆さん。左から中
村宣

せ ん

二
じ

さん(石原西自治会)、
福岡茂さん(行幸田第二自
治会)、岡田良

よ し

人
ひ と

さん(石原
田中自治会)

各自治会で行われている訓練

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る



本庁
舎か
らの

一括
放送
が可
能に
！
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市
で
は
、
国
が
定
め
た
災
害
対
策

基
本
法
に
基
づ
き
、
災
害
か
ら
市
民

の
生
命
や
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め

「
渋
川
市
地
域
防
災
計
画
」を
作
成
。

計
画
で
は
、
防
災
や
災
害
時
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
内
容
を
規

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
計
画
に
基

づ
き
防
災
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

災
害
の
発
生
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
た
機
関
。
地
域
防
災
計
画
の
作

成
と
そ
の
実
施
の
推
進
、
水
防
計
画

に
関
し
重
要
な
事
項
の
調
査
審
議
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
策
定
。
大
規
模
災
害

で
庁
舎
が
被
災
し
、
行
政
機
能
が
低

下
し
た
場
合
に
、
災
害
対
策
業
務
に

加
え
、
市
民
に
と
っ
て
必
要
な
最
低

限
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た

め
に
、
必
要
な
通
常
業
務
の
選
定
を

行
い
ま
す
。

　

震
度
４
以
上
の
地
震
発
生
、
大
雨

等
の
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、

関
係
部
局
の
職
員
が
情
報
収
集
な
ど

を
実
施
。
さ
ら
に
大
き
な
災
害
が
予

測
さ
れ
る
場
合
は
、
直
ち
に
市
長
を

本
部
長
と
し
た
対
策
本
部
を
設
置
し
、

住
民
の
避
難
誘
導
や
救
助
活
動
に
あ

た
り
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
物
資
の
供

給
な
ど
の
各
種
応
急
復
旧
活
動
に
つ

い
て
、
本
市
を
援
助
す
る
旨
の
協
定

が
、
民
間
事
業
者
や
関
係
機
関
、
他

の
自
治
体
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

主
に
小
・
中
学
校
、
高
校
、
公
民

館
な
ど
53
カ
所
を
避
難
所
と
し
て
指

定
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
避
難

場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
12
カ
所
に
、
食
料
・
水
、
炊

き
出
し
用
具
や
防
災
資
材
な
ど
を
備

蓄
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
や
渋
川
ほ
っ
と
マ
ッ

プ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、

必
要
に
よ
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
情
報
を
発
信
し

ま
す(

市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
詳
細
は

「
広
報
し
ぶ
か
わ
」８
月
１
日
号
19
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い)

。

　本市は合併前の旧市町村
で整備した防災行政無線を
使用して、火災や尋ね人な
どの情報を提供しています。
現在のシステムでは、市内
全域に一括して放送するこ
とができないため、本庁舎

と各総合支所に設置された親局か
ら、それぞれ該当する地区へ放送
しています。
　そこで、平成24年度から26年度
まで３年間掛けて、市内全域で防
災行政無線システムの統合を行い、
今まで聞き取りづらかったエリア
を解消し、迅速な情報提供ができ
るように整備を行います。
　この整備により、本庁舎からの
一括放送が行えるようになり、現
状運用の火災発生時のサイレンと
同時に避難誘導を実施したり、災
害時にも気象情報や防災情報など
の放送ができるようになります。
また、地域の自主防災活動の判断
基準を提供するほか、必要と認め
る場合は、避難勧告・指示などの
緊急連絡が迅速にできるようにな
り、災害発生時から日常の一般的
な広報まで、幅広い情報ネットワ
ークが確立できます。

防災行政無線を
整備しています

災害時はツイッターでも情報発信

市内12カ所に水や食料などを備蓄

日ごろから避難場所の確認を

防
災
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
渋
川
市

【
防
災
会
議
】

【
業
務
継
続
計
画
】

【
市
の
組
織
態
勢
】

【
災
害
時
応
援
協
定
】

【
災
害
時
の
避
難
所
】

【
防
災
備
蓄
品
の
整
備
】

【
災
害
時
の
情
報
提
供
】
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コールセンター
℡03-5464-7225

操作や登録で分からないことはコールセンター
へ（受付時間は平日午前９時～午後５時）

渋川ほっとマップメールで配信する情報

配
信
で
き
る
よ
う
機
能
を
強
化
し
た

ほ
か
、
新
た
に
気
象
情
報
、
防
犯
情

報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
配
信
項
目
に

追
加
し
、
く
ら
し
の
安
全
安
心
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

配
信
す
る
情
報
は
、
下
表
の
中
か

ら
選
択
で
き
ま
す
。

　

新
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ

ま
で
受
信
登
録
し
て
い
た
人
も
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

市
か
ら
の
情
報
を
皆
さ
ん
の
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で
配
信

す
る「
渋
川
ほ
っ
と
マ
ッ
プ
メ
ー
ル
」

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
す
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登

録
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
手
順
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。

　

災
害
情
報
や
火
災
情
報
を
迅
速
に

新
た
に
気
象
情
報
、
防
犯
情

報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
配
信

現
在
利
用
中
の
人
も
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
の
再
登
録
が
必
要

手
順
１

手
順
３

手
順
５

手
順
４

手
順
２

配信項目選択画面で、受信
したい情報を選択します
(「災害・緊急情報」は登録
必須)

登録情報確認画面で、内容
を確認し、登録完了です

利用者情報確認画面で、性
別を選択します

携帯電話で右上のＱＲコードを読み込むか
　 https://service.sugumail.com/shibukawa/
へアクセス。画面の案内に従い「空メール」を
送信します

仮登録完了のメールが届きますので、メールに
記載された　にアクセスし、利用規約を確認
後「メール配信に同意する」を押します（メー
ルの届かない人は、迷惑メール設定を変更）

URL

URL

メールアドレスの登録手順

迷惑メール設定をしている人へ

渋川ほっとマップメール／Ｑ＆Ａコーナー

　新システムになったため、
ドメインが「@sg-m. jp」に
変わりました。迷惑メールの
設定をしている人は、受信登
録をする前に、設定を変更し
てください。携帯各社によっ
て操作手順が異なります。手
順の確認は、携帯電話で左下
のＱＲコードを読み込むか、

     https://service.
sugumail.com/
shibukawa/faq/m/
へアクセスしてく
ださい。

URL

気象情報と防犯情報が
新たに配信項目に追加
された「渋川ほっとマ
ップメール」。市公式ツイッ
ターとも連携します。ぜひ、
登録してください！！

Ｑ１　登録に氏名や住所、電話番
号は必要ですか？
Ａ１　登録に必要なのは、メール
アドレス、性別だけで個人を特定
するものは必要ありません。また、
登録された情報は、厳重に管理し、
ほかの目的では使用しません。
Ｑ２　料金はかかりますか？
Ａ２　登録は無料です。ただし、登

録やメールの受信に要するパケッ
ト通信料は登録者の負担です。
Ｑ３　これまでもほっとマップメ
ールを受信していました。再登録
する必要はありませんか？
Ａ３　必ず再登録が必要です。内
容の充実を図ったため、登録して
いただく内容がこれまでと異なる
からです。

―…特集の問い合わせ先…―
▷全般＝本行政課（℡�2112）
▷市公式ツイッター＝本秘書
広報課（℡�2182）　
▷渋川ほっとマップメール＝
本情報統計課（℡�2320）

　市消防団では、消防団員
を募集しています。年齢18
歳以上で、市内に居住また
は勤務している人であれば、
入団できます。皆さんの応
募お待ちしています。

消防団員を募集しています
― みんなのまちを守る ―

　毎年、市と関係機関が共同
で協力体制の強化や防災技
術の向上を目的に「市総合防
災訓練」を実施しています。
とき　９月９日（日）午前８時
30分～正午（荒天時は中止）
ところ　渋川警察署建設予
定地（行幸田355番地２・ベ
イシア渋川店南付近）
内容　災害想定訓練、体験
訓練、啓発展示など

災害・緊急情報 気象情報
　災害情報や緊急情報などを迅速に配
信します。携帯各社の緊急速報メール
（エリアメール）にも対応しました（24時
間配信・登録必須）。

　気象庁が発令する気象警報（発令・
解除）、地震情報（震度３以上）を自動
配信します（24時間配信）。

火災情報 防災行政無線放送情報
　火災発生、鎮火などを配信します。
また、地区を選択できます（24時間配
信）。

　交通規制、有害鳥獣（熊出没など）、
断水・濁り水、ダム放流、選挙、議会
開催などを配信します。

防犯・見守り情報 イベント情報
　群馬県警と渋川警察署が配信する「上
州くん安全・安心メール」のうち、事件
発生などの防犯情報、行方不明者情報
を自動転送します。

　主に市内で開催されるイベント情報
を配信します。

登録はかんたんだな〜

防災対
策にも

役立つ
！！

新
し
く
な
っ
た
！

　
　
　

   

渋
川
ほ
っ
と
マ
ッ
プ
メ
ー
ル

←ここを押す

特集

９・１防災の日
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不動産合同公売を実施します

入
札
は
11
月
27
日
／
他
市
町
村
と
合
同
で
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

を
、
入
札
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。
入

札
は
、
公
売
保
証
金
を
納
付
す
れ
ば

だ
れ
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

今
回
は
、
市
単
独
で
は
な
く
、
県

と
中
部
県
民
局
管
内
の
市
町
村
合
同

で
行
い
ま
す
。

入
札
日
時　

11
月
27
日
㈫
午
後
２
時

～
２
時
20
分(

受
付
は
午
後
１
時
か
ら)

と
こ
ろ　

県
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

(

県
前
橋
合
同
庁
舎
敷
地
内
・
前
橋

市
上
細
井
町)

物
件
の
表
示
な
ど　

別
表
の
と
お
り

持
参
す
る
も
の　

公
売
保
証
金(

別
表

参
照)

、印
鑑
な
ど

※
登
記
簿
上
の
地
目
が
「
畑
」
な
ど

農
地
物
件
の
買
受
希
望
者
は
、
公
売

当
日
に
「
買
受
適
格
証
明
書
」
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

買
受
適
格
証
明
書
の
交
付
申
請
に

当
た
っ
て
は
、
申
請
期
間
の
指
定
が

あ
り
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
に
概
ね

１
カ
月
を
要
し
ま
す
。
買
受
適
格
証

明
書
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

二
市
農
業
委
員
会
事
務
局(

℡
�
２

９
２
０)

へ
。

売
却
決
定
日
時　

12
月
４
日
㈫
午
前

10
時

そ
の
他　

公
売
は
、
直
前
に
中
止
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
実
施
状

況
を
確
認
し
て
か
ら
入
札
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
、
本
納
税
課
特
別
収
納

推
進
室(

℡
�
２
３
９
０)

へ
。な
お
、

他
市
町
村
等
の
物
件
な
ど
に
つ
い
て

は
、
県
ま
た
は
各
市
町
村
担
当
に
問

い
合
わ
せ
る
か
、当
該
機
関
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■前橋市＝収納課収納第三係(℡027-898-6230)
■伊勢崎市＝滞納整理課(℡0270-27-2725)
■吉岡町＝財務課税務室(℡�3111)
■玉村町＝税務課収税室(℡0270-64-7704)
■中部県税事務所＝収納第一係(℡027-234-1800)
■渋川行政県税事務所＝県税課収納係(℡�4050)
■伊勢崎行政県税事務所＝県税課収納第一係　
　(℡0270-24-4350)

【他市町村の問い合わせ先】

　福島第一原子力発電所の事故によ
り放出された放射性物質の影響が懸
念されています。そのため、県では、
県内全域で米の放射性物質検査を昨
年に引き続き行うこととなりました。
　本市では、市内11カ所の地区で調
査を実施します。なお、調査地区ご

とに安全が確認されるまでは、出荷・
販売・譲渡ができません。また、自
家消費米についても同様に、安全が
確認できるまでは消費を控えてくだ
さい。
問い合わせ先　二農林課(℡�2593)

新米の出荷・販売・自家消費などは安全が確認されてから

別表　　　　公売する物件の表示など ( 本市の公売物件 )

物件 
番号

所在地
地目 
・ 

種類
地積 

床面積
最低公売 

価額
公売 

保証金

1
北牧 田

1,047㎡ 125 万円 13万円　

2 1,145㎡ 153 万円 16万円　

3 北橘町小室字上棗
なつめ

久保 畑 1,169㎡ 860 万円 86万円　

4 上白井 田 645㎡　  68 万円　 ７万円　

5 赤城町津久田字稲荷久保 畑 892㎡　 45 万円　 ５万円　

入札会場
県前橋合同庁舎
(地域防災センター)



10
月
１
日
か
ら
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

宝
く
じ
に
よ
る
地
域
づ
く
り

9 平成24年９月１日号

市国民健康保険のお知らせ市国保加入の皆さんへ

　

市
国
民
健
康
保
険(

国
保)

の
保
険

証(

被
保
険
者
証)

が
10
月
１
日
㈪
か

ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
一
般
被
保
険

者
、
退
職
被
保
険
者
と
も
に
「
薄
い

茶
色
」
で
、
退
職
被
保
険
者
の
保
険

証
に
は
、「
退
」の
文
字
が
印
刷
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

９
月
中
旬
に
各
世
帯
主
あ
て
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
現
在

の
保
険
証
は
、
10
月
１
日
以
降
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
で
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
窓
口
交
付
を
希
望
す
る
場
合
〉

　

市
役
所
窓
口
で
の
直
接
交
付
を
希

望
す
る
人
は
、
９
月
10
日
㈪
ま
で
に

受
け
取
り
を
希
望
す
る
窓
口(

本
保
険

年
金
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課)

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
９
月

14
日
㈮
か
ら
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
を
受
け
る
際
は
、
運
転
免
許

証
、
現
在
の
保
険
証
な
ど
本
人
で
あ

る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の(

顔
写
真

が
な
い
も
の
は
、
２
点
以
上
の
提
示

が
必
要)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

会
社
な
ど
を
退
職
し
た

場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て

〈
任
意
継
続
〉

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
、
被
用
者
保

険
の
資
格
を
失
っ
た
場
合
、
通
常
は

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
一
定
の
条
件
の
も
と
２
年
間
に

限
り
、
退
職
し
た
会
社
な
ど
の
被
用

者
保
険
の
被
保
険
者
資
格
を
継
続(

任

意
継
続)
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者　

退
職
の
日
ま
で
に
保
険
者

の
定
め
る
一
定
期
間
以
上
の
保
険
加

入
期
間
が
あ
る
75
歳
未
満
の
人

申
請
期
限　

退
職
後
20
日
以
内

　

詳
し
く
は
、
退
職
し
た
会
社
な
ど

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
被
用
者
保
険
の
扶
養
家
族
〉

　

家
族
に
被
用
者
保
険
の
加
入
者
が

い
る
場
合
、
収
入
な
ど
の
状
況
に
よ

り
、
そ
の
人
の
保
険
の
扶
養
に
な
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
家
族
の
勤
務

先
な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
、
国
保
に
加
入
す
る
場
合

の
国
保
税
の
試
算
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、保
険
年
金
課(

℡
�
２

４
６
１)

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
へ
。

　公益財団法人群馬県市町
村振興協会では、市町村振
興宝くじ(サマージャンボ宝
くじ)の交付金等を財源とし
て、自治会などの活動に必
要な設備や施設の整備に対
し、助成を行っています。

　この魅力あるコミュニテ
ィ助成事業により、北橘地
区自治会連合会では、同地
区の自主防災に活用するた
め、各自治会に３本(合計48
本)の消防用ホースを整備し
ました。　　(北市民福祉課)

北橘地区で自主防災活動用に消防用ホースを整備

　市では、市国民健康保険に加入
している皆さんが、医療機関や調
剤薬局で処方された医薬品の中で、
ジェネリック医薬品(後発医薬品)
に変更した場合、どの程度金額に
差が生じるかの「お知らせ」を個人
別に年２回通知します。
※差額が少ないときなどは、通知
しない場合があります。

【ジェネリック医薬品とは？】

　ジェネリック医薬品(後発医薬
品)は、新薬(先発医薬品)の特許期
間が満了した後に発売される医薬
品です。このため新薬開発に係る
費用が大幅に削減されるため、一
般的に安く提供されています。ま
た、効き目や安定性についても新
薬と同等の効果があると厚生労働
省から認められています。
　全ての医薬品にジェネリック医
薬品があるわけではなく、医薬品
によっては新薬しかない場合もあ
ります。また、ジェネリック医薬
品に切り替える際には、ほかの医
薬品との飲み合わせが変わる場合
もあります。診療を受けている医
師や歯科医師または調剤を受ける
薬剤師に十分相談したうえで切り
替えてください。
　詳しくは、ジェネリック医薬品
差額通知コールセンター(ｄ0120
-53-0006)または本保険年金課
(℡�2461）へ。

ジェネリック医薬品利用
　差額通知を送付します



渋川ほっと 安らぎの渋川で続ける
ぬくもりのある陶器づくり

きらり サークル仲間

人

代 

表

マルラニ・ハウオリ

角田恵子さん

フラダンスも子育てもキラキラの笑顔で

　
「
渋
川
は
良
い
所
。
空
気
と
水
が

お
い
し
い
し
歴
史
や
芸
術
も
あ
る
」

と
話
す
椎
葉
正
幸
さ
ん
。
子
持
地
区

の
高
台
に
築
い
た「
貴き

原は

ら

窯が

ま

」で
日
々

陶
器
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

長
崎
県
佐
世
保
市
に
代
々
続
く
平

戸
焼
の
窯
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
椎
葉

さ
ん
で
す
が
、意
外
に
も
若
い
こ
ろ
は

西
洋
の
美
に
関
心
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。「
美
術
研
究
所
」時
代
は
、西
洋
美

術
を
専
攻
し
、油
絵
な
ど
に
没
頭
。
昭

和
51
年
に
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
、美
術
学

校
で
造
形
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
教
授
か
ら
日
本
の
文
化

に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
も
の
の
、
答

え
ら
れ
な
か
っ
た
椎
葉
さ
ん
。
こ
の

苦
い
体
験
を
機
に
祖
国
の
文
化
や
歴

史
、
芸
術
な
ど
を
強
く
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
、
次
第
に
日
本
古
来
の
文

化「
焼
き
物
」で
自
身
の
感
性
を
表
現

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
、
修
行
を
積
ん
だ
椎
葉

さ
ん
は
、現
在
の
窯
を
築
き
ま
し
た
。

渋
川
を
活
動
の
場
に
選
ん
だ
理
由
は
、

焼
成
の
際
、
作
品
に
深
い
色
を
出
す

薪ま

き(
ア
カ
マ
ツ)

が
群
生
し
て
い
る
こ

と
。
そ
し
て
、
渋
川
の
自
然
や
芸
術

な
ど
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

　

安
ら
ぎ
の
環
境
で
陶
器
づ
く
り
に

励
む
椎
葉
さ
ん
に
は
、
あ
る
信
念
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は「
日
本
の
美
と

は
お
も
て
な
し
の
心
」と
い
う
こ
と
。

こ
の
信
念
を
貫
き
な
が
ら
皿
や
ぐ
い

呑
み
な
ど
、
使
い
手
に
満
足
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る

作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
目

標
を
伺
う
と「
最
近
は
地
元
の
若
手

料
理
家
が
頑
張
っ
て
い
る
。
彼
ら
の

創
作
料
理
に
合
う
よ
う
な
器
を
作
っ

て
み
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

内　容
日　程

場　所
会員数

フラダンスサークル
毎週水曜日午後２時
～３時30分
赤城公民館ほか
８人

☆一言アピール☆
　子育てをしながら、リフレッ
シュも兼ねてフラダンスを楽
しんでいます。10月には赤城
ふれあい祭りに参加する予定
です。体験レッスンも行って
いるので、どなたでも気軽に
参加してください。

椎
し い

葉
ば

　正幸さん

　山や土づくりにも挑
戦したいと話す椎葉さ
ん。今後も大好きな渋
川でのんびりと過ごし
ていきたいそうです。

（横堀・63歳）

℡�3750

10広報しぶかわ
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小 麦色した児童らが自慢の泳ぎを競い合う
市民プールで「水泳記録会」開催

　　　  古巻地区納涼祭

賞品を目指して「ジャンケンポ
ン！」(上)　ヨーヨー釣り(左下)
八木節の披露(右下)　　　　　

三者連携推進による
地域の交流

　８月１日、市民プールで「渋川市小学校水泳記録会」が開催されました。
真夏日の強い日差しがジリジリと照りつける会場には、日焼けした市内各小
学校の児童600人が集結。この日のために練習を重ねてきた子どもたちは、
メドレーリレーや自由形、背泳ぎなど、力一杯の泳ぎでタイムを競い合いま
した。プールサイドからは、応援に駆け付けた家族や仲間を応援する子ども
たちの大きな声援が、暑さに負けず響き渡っていました。

優勝目指していざスタ
ート(右)　応援する児
童も力が入ります(左
上)　各学校の児童や保
護者の声援の中盛り上
がるリレー競技(左下)

　猛暑が続く８月12日、古巻公民
館で恒例の納涼祭が開催されまし
た。古巻地区では学校・家庭・地域
の三者連携の具体的な実践として、
小・中学生の地域行事への参加
を積極的に推進。会場は、保存会
による八木節に続き、盆踊りや実
行委員によるジャンケン大会など
楽しい企画が目白押し。全て無料
の模擬店や遊びのコーナーでは、
子育連、小・中ＰＴＡ、青少推の役
員が運営を担当し、それぞれ大変
なにぎわいを見せていました。
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現
在
の
渋
川
市
は
、都
市
計
画
区
域(

渋
川
・
伊
香
保
地
区
の
全
域
、子
持
・

北
橘
地
区
の
一
部)

と
、区
域
外(

小
野
上
・
赤
城
地
区
、子
持
・
北
橘
地
区
の

一
部)

が
併
存
し
て
い
る
た
め
、建
築
制
限
や
開
発
許
可
と
い
っ
た
制
度
の

適
用
に
差
異
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
地
区
間
の
差
異
を
解
消

し
、一
体
的
な
都
市
計
画
の
推
進
に
よ
り
良
好
な
都
市
環
境
を
形
成
す
る

た
め
、都
市
計
画
区
域
を
拡
大
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
る
と
、

３
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の
開
発
を
行

う
場
合
に
県
知
事
の
許
可
が
必
要
に

な
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
建
築
物
へ

の
制
限
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

※
従
来
か
ら
都
市
計
画
区
域
と
な
っ

て
い
る
地
域
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
建
築
確
認
申
請
〉

　

市
民
の
生
命
、
健
康
お
よ
び
財
産

の
保
護
を
目
的
に
建
築
す
る
建
物
の

敷
地
や
構
造
、
設
備
が
建
築
基
準
法

に
適
合
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
、

事
前
に
建
築
確
認
申
請
を
行
い
「
確

認
済
証
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建
築
完
了
時
に

検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
建
ぺ
い
率
・
容
積
率
の
制
限
〉

　

住
環
境
の
形
成
や
防
災
な
ど
の
環

境
条
件
を
守
る
た
め
、
建
ぺ
い
率
、

容
積
率
に
よ
り
建
物
の
大
き
さ
が
制

限
さ
れ
ま
す(

図
１
参
照)

。

〈
接
道
・
道
路
後
退
の
義
務
〉

　

災
害
時
の
避
難
経
路
の
確
保
や
緊

急
車
両
の
経
路
を
確
保
す
る
た
め
、

原
則
と
し
て
敷
地
が
４
㍍
以
上
の
道

路
に
２
㍍
以
上
接
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
敷
地
が
接
し
て
い
る
道

路
の
幅
が
４
㍍
未
満
の
場
合
は
、
道

路
の
中
心
線
か
ら
２
㍍
の
位
置
を
道

路
の
境
界
線(

道
路
後
退
線)

と
み
な

し
、
道
路
後
退
内
に
建
物
や
門
、
塀

な
ど
を
造
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
道
路
後
退
内
に
あ
る
既
存
の

建
物
や
門
塀
な
ど
は
、
新
築
、
増
改

築
の
際
に
撤
去
が
必
要
と
な
り
ま
す

(

図
２
参
照)

。

〈
高
さ
制
限
〉

　

道
路
や
隣
接
地
の
通
風
、
日
照
、

採
光
の
確
保
の
た
め
、
建
物
の
高
さ

が
制
限
さ
れ
ま
す(

図
３
参
照)

。

〈
建
築
物
の
用
途
制
限
〉

　

店
舗
、
飲
食
店
、
映
画
館
な
ど
の

施
設
で
合
計
面
積
が
１
万
平
方
㍍
を

超
え
る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
建
築

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
二
建
築
住
宅
課(

℡

�
２
０
７
２)

ま
た
は
二
都
市
計
画

課(

℡
�
２
０
７
３)

へ
。

建
築
制
限
の
適
用
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
す

渋川市都市計画区域
拡大のお知らせ

住み良いまちづくりを目指して/平成24年12月拡大予定



図３　高さ制限

図１　【建ぺい率は70%、容積率は400％まで】

図２　　　接道・道路後退の義務

13 平成24年９月１日号

　市では、平成24年12月に予定している都市計
画区域の変更に伴い、新たな都市計画区域内に
おける建築物の容積率制限等の指定について、
県に対し要望を提出しました。この要望に基づ
き、県では容積率制限等の原案に対する皆さん
の意見を次のとおり募集します｡
原案の入手方法　二都市計画課または各総合支
所経済建設課、渋川行政県税事務所、県建築住
宅課など

※県ホームページ(http://www.pref.gunma.jp)
から印刷できます。
募集期間　９月10日(月)～10月10日(水)
※郵送の場合は当日消印有効。
意見の提出方法　持参または郵送で県建築住宅
課審査指導係(℡027-226-3702・〒371-8570･
前橋市大手町１-１-１)
意見募集結果の公表　10月中旬(予定)
　詳しくは、 県建築住宅課審査指導係へ。

皆さんの意見を募集します / 都市計画区域内における建築物の容積率制限など

　■建ぺい率(70％)
　　建ぺい率＝建築面積(S1)／敷地面積(A)×100
　■容積率(400％)
　　容積率＝延べ面積(S1＋S2)／敷地面積(A)×100
　※従来から都市計画区域となっている地域の容積
　　率は変更ありません。
　※敷地の前面道路の幅員により、容積率が400％
　　にならない場合があります。
　【用語の説明】
　建ぺい率＝敷地面積に対する建築物の建っている部分の面積の比率。
　※「建ぺい率」を決めておくことで、敷地内に一定の空地が確保されるようになります。
　容積率＝建物の敷地面積に対する延べ床面積(各階の床面積の合計)の比率。
　※敷地の上に建てることのできる建物の大きさを制限します。
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渋川市都市計画区域拡大のお知らせ／平成24年12月拡大予定

都市計画区域の拡大により新市域の均衡ある発展を目指します

【渋川市都市計画区域図／変更後】

【渋川市都市計画区域図／変更前】
　

市
で
は
、
Ｒリ

デ

ュ

ー

ス

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
発
生
抑

制
）、
Ｒリ

ユ

ー

ス

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ（
再
使
用
）、
Ｒリ

ｅ

ｃサ

イ

ク

ル

ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
再
資
源
化
）の
３
つ
の

「
Ｒ
」を
テ
ー
マ
に
し
た
環
境
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

９
月
９
日
㈰
午
前
９
時
30
分

～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
、「
立
木
を
守
る
コ

ー
ナ
ー
」
と
「
処
理
困
難
物
の
特
別

回
収
コ
ー
ナ
ー
」の
み
正
午
ま
で
行
い

ま
す
。

そ
の
他　

駐
車
場
は
第
二
庁
舎
で
す
。

乗
り
合
わ
せ
や
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

【
環
境
意
識
を
高
め
る
コ
ー
ナ
ー
】

･

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
啓
発
コ
ー
ナ
ー

　

渋
川
広
域
も
の
づ
く
り
協
議
会
に

よ
る
取
り
組
み
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し

ま
す
。

･

エ
コ
電
コ
ー
ナ
ー

　
「
人
力
発
電
」の
電
気
で
走
る
電
車

の
体
験
で
す
。

･

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

３
つ
の
Ｒ
の
各
コ
ー
ナ
ー
を
巡
り
、

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
、
抽
選
に
応
募

し
ま
し
ょ
う
。
賞
品
は
自
転
車
、
コ

ン
ポ
ス
ト
、
枝
葉
破
砕
機
で
す
。

※
賞
品
は
、
後
日
引
き
渡
し
と
な
り

ま
す
。

･

エ
コ
・
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー

･

ご
み
と
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー

【
発
生
抑
制
の
コ
ー
ナ
ー
】

･

マ
イ
バ
ッ
グ
の
普
及
推
進
コ
ー
ナ
ー

【
再
使
用
の
コ
ー
ナ
ー
】

･

お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

豊
秋
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ク
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
、

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
ま
す

（
電
子
ゲ
ー
ム
類
は
対
象
外
）。

･

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

･

古
本
コ
ー
ナ
ー

･

和
服
回
収
と
再
使
用
コ
ー
ナ
ー

･

リ
フ
ォ
ー
ム
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

【
再
資
源
化
の
コ
ー
ナ
ー
】

･

立
木
を
守
る
コ
ー
ナ
ー

　

約
50
㌔
㌘
の
牛
乳
パ
ッ
ク
は
樹
齢

25
年
の
樹
木
１
本
に
相
当
し
ま
す
。

　

今
年
は
60
本
の
樹
木
を
守
る
こ
と

を
目
標
に
、
１
㌔
㌘
の
牛
乳
パ
ッ
ク

（
約
30
枚
）を
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

３
個
と
交
換
し
ま
す（
一
人
21
個
ま
で

・
１
万
個
が
終
わ
り
次
第
終
了
）。

交
換
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
で
す
。

･

処
理
困
難
物
の
特
別
回
収
コ
ー

ナ
ー

　

廃
タ
イ
ヤ
・
老
朽
化
消
火
器
・

廃
家
電
４
品
目（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵

庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
）の
有

料
回
収
、
廃
バ
ッ
テ
リ
ー
の
無
償

回
収
を
行
い
ま
す
。

･

実
演
コ
ー
ナ
ー

　

枝
葉
破
砕
機（
ガ
ー
デ
ン
シ
ュ
レ

ッ
ダ
ー
）の
操
作
を
実
演
し
ま
す
。

ま
た
、
石
原
西
ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
Ｅイ

ー
エ
ムＭ
菌
を
使

っ
た
ボ
カ
シ
作
り
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

･

分
別
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー

ナ
ー

･

蛍
光
管
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

　

詳
し
く
は
、
本
環
境
課（
℡
�

２
１
１
４
）へ
。

環
境
に
ま
つ
わ
る
多
彩
な
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん

第６回しぶかわ環境まつり

テーマは「３Ｒ」
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渋川市都市計画区域拡大のお知らせ／平成24年12月拡大予定

都市計画区域の拡大により新市域の均衡ある発展を目指します

【渋川市都市計画区域図／変更後】

【渋川市都市計画区域図／変更前】
　

市
で
は
、
Ｒリ

デ

ュ

ー

ス

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
発
生
抑

制
）、
Ｒリ

ユ

ー

ス

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ（
再
使
用
）、
Ｒリ

ｅ

ｃサ

イ

ク

ル

ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
再
資
源
化
）の
３
つ
の

「
Ｒ
」を
テ
ー
マ
に
し
た
環
境
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

９
月
９
日
㈰
午
前
９
時
30
分

～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
、「
立
木
を
守
る
コ

ー
ナ
ー
」
と
「
処
理
困
難
物
の
特
別

回
収
コ
ー
ナ
ー
」の
み
正
午
ま
で
行
い

ま
す
。

そ
の
他　

駐
車
場
は
第
二
庁
舎
で
す
。

乗
り
合
わ
せ
や
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

【
環
境
意
識
を
高
め
る
コ
ー
ナ
ー
】

･

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
啓
発
コ
ー
ナ
ー

　

渋
川
広
域
も
の
づ
く
り
協
議
会
に

よ
る
取
り
組
み
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し

ま
す
。

･

エ
コ
電
コ
ー
ナ
ー

　
「
人
力
発
電
」の
電
気
で
走
る
電
車

の
体
験
で
す
。

･

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

３
つ
の
Ｒ
の
各
コ
ー
ナ
ー
を
巡
り
、

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
、
抽
選
に
応
募

し
ま
し
ょ
う
。
賞
品
は
自
転
車
、
コ

ン
ポ
ス
ト
、
枝
葉
破
砕
機
で
す
。

※
賞
品
は
、
後
日
引
き
渡
し
と
な
り

ま
す
。

･

エ
コ
・
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー

･

ご
み
と
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー

【
発
生
抑
制
の
コ
ー
ナ
ー
】

･

マ
イ
バ
ッ
グ
の
普
及
推
進
コ
ー
ナ
ー

【
再
使
用
の
コ
ー
ナ
ー
】

･

お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

豊
秋
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ク
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
、

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
ま
す

（
電
子
ゲ
ー
ム
類
は
対
象
外
）。

･

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

･

古
本
コ
ー
ナ
ー

･

和
服
回
収
と
再
使
用
コ
ー
ナ
ー

･

リ
フ
ォ
ー
ム
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

【
再
資
源
化
の
コ
ー
ナ
ー
】

･

立
木
を
守
る
コ
ー
ナ
ー

　

約
50
㌔
㌘
の
牛
乳
パ
ッ
ク
は
樹
齢

25
年
の
樹
木
１
本
に
相
当
し
ま
す
。

　

今
年
は
60
本
の
樹
木
を
守
る
こ
と

を
目
標
に
、
１
㌔
㌘
の
牛
乳
パ
ッ
ク

（
約
30
枚
）を
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

３
個
と
交
換
し
ま
す（
一
人
21
個
ま
で

・
１
万
個
が
終
わ
り
次
第
終
了
）。

交
換
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
で
す
。

･

処
理
困
難
物
の
特
別
回
収
コ
ー

ナ
ー

　

廃
タ
イ
ヤ
・
老
朽
化
消
火
器
・

廃
家
電
４
品
目（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵

庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
）の
有

料
回
収
、
廃
バ
ッ
テ
リ
ー
の
無
償

回
収
を
行
い
ま
す
。

･

実
演
コ
ー
ナ
ー

　

枝
葉
破
砕
機（
ガ
ー
デ
ン
シ
ュ
レ

ッ
ダ
ー
）の
操
作
を
実
演
し
ま
す
。

ま
た
、
石
原
西
ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
Ｅイ

ー
エ
ムＭ

菌
を
使

っ
た
ボ
カ
シ
作
り
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

･

分
別
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー

ナ
ー

･

蛍
光
管
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

　

詳
し
く
は
、
本
環
境
課（
℡
�

２
１
１
４
）へ
。

環
境
に
ま
つ
わ
る
多
彩
な
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん

第６回しぶかわ環境まつり

テーマは「３Ｒ」



情報ぼっくす
《マークの見方》
　＝本庁舎　　＝第二庁舎
　＝伊香保総合支所　　＝小野上総合支所
　＝子持総合支所　　＝赤城総合支所
　＝北橘総合支所　　＝電話番号
　＝ファクス番号　　＝Ｅメールアドレス
　＝とき・期間　　＝ところ　　＝内容
　＝講師・医師　　＝対象者　　＝定員
　＝参加料・入場料　　＝持参するもの
　＝申込・参加方法　　＝問い合わせ先
　＝申込期間・開始日・期限　　＝その他

本 二
伊 小
子 赤
北 TEL

時 所 内
師 対 定
費 持
申 問
期 他

FAX Eメール

【

広

告

】

広告募集中

16広報しぶかわ

人口と世帯／平成24年７月末現在

●人口　83,896人 (男41,038人、女42,858人 )
●世帯　31,574世帯
●７月のうぶごえ　男の子19人、女の子23人

　

市
で
は
、
成
人
式
を
平
成
25

年
１
月
13
日
㈰
に
市
民
会
館
で

行
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
成

人
式
の
該
当
者
の
調
査
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、就
学
・
就
職
な

二
生
涯
学
習
課 

℡
�
２
５
０
０

本
こ
ど
も
課　

℡
�
２
４
１
５

募
　
集

ど
で
市
外
に
転
出
し
て
い
る
成

人
式
該
当
者
に
対
し
、
地
元
渋

川
市
の
成
人
式
の
案
内
状
を
送

付
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

家
族
や
知
り
合
い
で
市
外
へ

転
出
し
て
い
る
該
当
者
が
い
る

場
合
は
、
生
涯
学
習
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
該
当
者　

平
成
４
年
４
月

２
日
～
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人

お
知
ら
せ

成
人
式
該
当
者
の
調
査

よ
り
良
い
親
子
関
係
講
座

　

よ
り
良
い
親
子
関
係
を
築
く

こ
と
や
、
子
ど
も
の
生
き
る
力

を
育
て
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

｢

よ
り
良
い
親
子
関
係
講
座｣

を

開
催
し
ま
す
。
子
育
て
に
対
し

て
不
安
や
悩
み
を
持
つ
人
、
子

育
て
全
般
に
関
心
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

時
・
内　

別
表
の
と
お
り

所　

市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

(

旧
渋
川
第
二
幼
稚
園)

師　

斎
藤
昌
昭(

市
国
保
あ
か
ぎ

診
療
所
長)

対　

な
る
べ
く
毎
回
出
席
で
き

る
人

定　

10
人
程
度(

超
え
た
場
合
は

抽
選)

※
申
込
人
数
が
少
な
い
と
き
は
、

開
講
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

費　

４
０
０
０
円(

教
科
書
代)

　市内に４つあった商工会(北橘・
赤城・子持・伊香保)は、平成24
年４月１日に、会員企業の経営支
援強化と商工会の基盤強化を目的
に合併し、｢しぶかわ商工会｣が誕
生しました。
　この合併を記念して、市内全域
の参加登録店で利用できるお得な
商品券が販売されます。
販売場所・販売開始日時　▷市民
会館小ホール＝９月28日(金)午前
10時～正午　▷しぶかわ商工会(北
橘・赤城・子持・伊香保の各支所)
＝９月30日(日)午前９時～午後３時
※売り切れ次第終了。
販売内容　１セット１万円(500円
券22枚・１万1,000円分)
購入制限　１人10セットまで
販売数　１万セット
有効期間　９月28日(金)～平成25
年１月31日(木)
その他　参加登録店などの詳細に
ついては、９月23日(日)の新聞折
込チラシをご覧ください
問い合わせ先　渋川商工会議所(℡
�1311)・しぶかわ商工会(℡�8
845)へ

商工会合併記念
プレミアム付き共通商品券を販売



Information     oxB

□本庁舎・第二庁舎  TEL22-2111　 □子持総合支所  TEL 24-1211
□伊香保総合支所  TEL72-3155　 □赤城総合支所  TEL 56-2211
□小野上総合支所  TEL 59-2111　 □北橘総合支所  TEL 52-2111

■本庁・各総合支所の電話番号

市内約３万1,000世帯に配布されます

規格・掲載料（1 回）　▷ A 区画（縦 4.9㎝×横
8.7㎝）＝1万 5,000円　▷ B 区画（縦 4.9㎝×横
17.7㎝）＝３万円
問い合わせ先　本秘書広報課（☎�2182）

本紙の有料広告募集中ホームページにバナー広告を
　　　　　　  掲載しませんか
▷掲載料（１カ月）　8,000 円　▷掲載場所
トップページまたは渋川の観光ページ　▷広
告の規格　 縦60ピクセル×横180ピクセル
※詳しくは、市ホームページ（http://www.city.
shibukawa.gunma.jp/）でご確認ください。
▷問い合わせ先　本秘書広報課（℡�2182）
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い
ず
れ
も
会
場
は
市
立
図
書

館
、
参
加
料
は
無
料
で
す
。

〈
萌
え
の
子
お
は
な
し
会
〉

時　

９
月
15
日
㈯
午
後
２
時

所　

市
立
図
書
館

内　

▽
紙
芝
居
＝｢

お
つ
き
さ
ま

と
う
さ
ぎ｣｢

ふ
し
ぎ
な
し
ゃ
も

じ｣　

▽
絵
本
＝｢

青
い
星｣

〈
映
画
鑑
賞
会
〉

時　

９
月
16
日
㈰
午
後
２
時

所　

市
立
図
書
館

内　

｢

心
中
天
使｣(

監
督
：
一
尾

直
樹
／

主
演
：
萬
田
久
子
・
風
間

ト
オ
ル
／

２
０
１
０
年
・
日
本
映

画)

※
本
講
座
の
教
科
書
を
持
っ
て

い
る
人
は
無
料
。

申　

電
話
で
こ
ど
も
課
へ

期　

９
月
28
日
㈮
ま
で

他　

託
児
あ
り

図
書
館

市
立
図
書
館
の

催
し
物
案
内

市
立
図
書
館　

℡
�
０
６
４
４

〈
紙
芝
居
上
演
会
〉

時　

９
月
23
日
㈰
午
後
１
時
30

分(

２
時
間
程
度)

所　

渋
川
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
４
階

大
会
議
室

演
題　

｢

紙
し
ば
い
っ
て
、
お
も

し
ろ
い
！｣

内　

紙
芝
居
の
演
じ
手
の
プ
ロ

に
よ
る
、
お
囃は

や

し子
な
ど
を
織
り

込
ん
だ
、
さ
ま
ざ
ま
な
紙
芝
居

の
上
演
会

師　

水
出
真
弓
さ
ん(

伊
勢
崎
市

／｢

第
13
回
全
国
紙
芝
居
ま
つ
り

群
馬
大
会｣

実
行
委
員
長)

　市食生活改善推進員連絡協
議会(食改推)小野上地区では、
手作りパン教室を開催します。
　粉から自分で手を掛けると、
添加物を極力減らした安心な
パンを作ることができます。
家族に食べさせたい安心なパ
ンを、家庭で楽しみながら作
ってみませんか。
　皆さん、お誘い合わせて参
加してください。
時 10月３日(水)午前９時30分～
午後１時ごろ(受付は午前９時～
９時30分)　所 旧小野上保健
センター調理室　内 ▷健康と
食生活についての講話 ▷身近
な食材を利用した自家製パン
の調理実習(イングリッシュマ
フィン、クルミ＆レーズンパ
ン、キノコのサラダ、ミニト
マトのスープなど)　※献立は
変更になる場合があります。
対 市内在住・在勤で健康に関
心がある人　定 25人(先着順)
費 300円(材料費)　持 エプロ
ン、三角きん、筆記用具
申 電話か直接二渋川保健セン
ター(℡�1321)または各地
区の食生活改善推進員へ
期 ９月５日(水)～25日(火)

食改推の料理教室
《手作りパン教室》

　「楽しく簡単！
　　 自家製パンに挑戦！」

別表　　　　　より良い親子関係講座日程と内容
回 と　き 内　容

第 １ 回

平
成
24
年

10月 ６ 日(土)

午
前
９
時
30
分
～
正
午

これからの子育てとは？

第 ２ 回 10月20日(土) 子どもが困った行動をする理由①

第 ３ 回 11月17日(土) 子どもが困った行動をする理由②

第 ４ 回 12月 １ 日(土) 子どもを勇気づけてみよう①

第 ５ 回 12月15日(土) 子どもを勇気づけてみよう②

第 ６ 回

平
成
25
年

 １月19日(土) 子どもに責任感を育てよう①

第 ７ 回  ２月 ２ 日(土) 子どもに責任感を育てよう②

第 ８ 回  ２月16日(土) 子どもに協力を教えよう①

第 ９ 回  ３月 ２ 日(土) 子どもに協力を教えよう②

第10回  ３月16日(土) 家族で話し合おう



Information     oxB

shibukawashi_jp

@shibukawashi_ jp

本秘書広報課(℡�2182)

渋川市公式ツイッター

https://twitter.com/

アカウント

URL

　　

　２歳未満(受付時点)の子ども
さんの写真を募集します(掲載
は１人１回のみ)。子どもさんの
氏名(ふりがな)、性別、住所、
生年月日、保護者の住所、氏名、
電話番号を明記し、子どもさん
の写真を添えて、本秘書広報課
(〒377-8501・石原80)へ。
※このコーナーは市ホームペー
ジには掲載しません。

♠紹介します♥

気　　顔気　　顔元　笑元　笑

写真募集中
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本
高
齢
福
祉
課 
℡
�
２
２
５
７

福
　
祉

敬
老
祝
金
の
支
給

　

市
で
は
、
長
寿
を
祝
福
し
敬

老
の
意
を
表
す
る
た
め
、
敬
老

祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

９
月
１
日
現
在
、
市

内
に
居
住
し
住
民
票
に
記
載
の

あ
る
人
で
、
平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で
に
次
の
年
齢
に
な
る
人

支
給
額　

▽
88
歳
＝
１
万
円　

▽
99
歳
＝
２
万
円　

▽
１
０
１

歳
以
上
＝
２
万
円　

※
平
成
24
年
度
か
ら
支
給
対
象

と
な
る
年
齢
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

支
給
の
時
期　

９
月
中
旬
か
ら

10
月
上
旬
に
か
け
て
、
各
地
区

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

時　

９
月
23
日
㈰

内　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の
み)

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

時　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島

駅
発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル

メ
渋
川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午

後
２
時
セ
ン
タ
ー
発

の
民
生
委
員
ま
た
は
市
の
職
員

な
ど
が
訪
問
し
、支
給
し
ま
す
。

※
１
０
０
歳
到
達
の
人
は
、誕
生

月
に
別
途
お
祝
い
に
伺
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、高
齢
福
祉
課
へ
。

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
�
１
７
６
５

〈
健
康
相
談
〉

時　

９
月
13
日
㈭
午
後
１
時
30

分所　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御

蔭)

〈
10
月
の
休
館
日
〉

１
日
㈪
、
９
日
㈫
、
10
日
㈬
、

15
日
㈪
、
22
日
㈪
、
29
日
㈪

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

ス
ポ
ー
ツ

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、
市
民
家
庭
ス

ポ
ー
ツ
の
日(

毎
月
第
２
日
曜
日)

に
体
育
施
設
を
無
料
開
放
し
て

い
ま
す
。

　

９
月
は
、
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

時　

９
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時

所　

赤
城
総
合
運
動
自
然
公
園

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

※
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
２
人
が
、

利
用
者
の
要
望
に
よ
り
指
導
や

助
言
を
行
い
ま
す
。



《マークの見方》

 時＝とき・期間　所＝ところ　内＝内容　師 ＝講師・医師　対＝対象者
 定＝定員　費＝参加料・入場料　持＝持参するもの　申＝申込・参加方法
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19 平成24年９月１日号

　10月14日(日)午前10時から午
後３時30分に行われる渋川駅前
通り歩行者天国のイベント(歌､
踊り､演奏)などに参加する人や
団体を募集しています。また、
フリーマーケット出店者(出店料
1,000円)も募集しています。
　詳しくは、渋川駅前通り商店
街振興組合(月～金曜日の午前９
時～午後４時･℡�8066)へ｡

渋川駅前通り歩行者天国
参加者募集

　県商工会連合会では、平成25
年４月１日採用の職員(経営指導
員研修生)を募集します。
勤務内容 県内商工会などでの研
修(原則２年間)を終了後、経営指
導員として勤務
採用人数 若干人　受験資格 高
校、短大などを卒業し、所定の
経験等を有する人･大学卒業者
(平成25年３月卒業見込者を含
む)で、昭和59年４月２日以後に
生まれた人　試験科目 教養･専
門的知識・職場適応性の試験､小
論文、面接　第１次試験日・会場 
10月14日(日)午前９時･県商工
会連合会　申・問 県商工会連
合会(〒371-0047・前橋市関根
町3-8-1・℡027-231-9779・
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.gcis.or.jp)
期 ９月21日(金)まで

商工会職員(経営指導員研修生)
採用資格試験

時 ▷体験説明会＝10月11日(木)
▷講座＝10月18日(木)～11月８
日(木)の毎週木曜日午後１時30
分～４時30分(計４回)　所 県社
会福祉総合センター　内 聴覚障
害者向けビデオなどに挿入する
字幕の制作方法と実技(体験説明
会会場で、講座への申し込みを
受け付けます)　対 パソコン操
作と全日程の出席が可能で、講
座終了後に字幕ボランティアと
して活動できる県内在住の人
定 10人程度(超えた場合は選考)
費 無料　申･問 電話、ファクス
またはＥメールで、氏名、連絡
先(電話番号・ファクス番号・E
メールアドレスのいずれか)を県
聴覚障害者コミュニケーション
プラザ(〒371-0843･前橋市新前
橋町13-12・℡027-255-6633

字幕ボランティア養成講座

　渋川警察署管内では、今年に
入って農耕車の事故が３件発生
し、２人が亡くなっています。
農耕車の交通事故は減少傾向に
ありますが、一度発生すると重
大な事故になる傾向にあるので、
運転には十分注意してください。
●道路を走る際のポイント
①自動車であることの認識をし
っかりもって、交通ルールを守
りましょう
②信号機のない交差点や道路を
横断する場合は、しっかり止ま
って左右を確認しましょう
③畑などに入る際や道路端を走
る際は、路肩から転落しないよ
うに注意しましょう
●作業をする際のポイント
①作業を開始する場合には、周
囲に人がいないかをしっかり確
認。一緒に作業を行う場合は、
事前に声を掛け合い、安全を確
認しましょう
②休憩や機器の点検を行う際は、
必ずエンジンを停止して実施し
ましょう
③作業中も周囲の安全確認を怠
らず、作業範囲内に人が入らな
いように注意しましょう
問 渋川警察署(℡�0110)

農耕車の事故に注意

　看護職員有資格者の再就業を
支援する講習会を開催します。
時 10月３日(水)～５日(金)午前
９時30分～午後３時45分　所 済
生会前橋病院ほか　対 未就業の
看護職有資格者、在宅から再就
業して１年未満の看護職者(託児有
り)　定 30人　費 無料　申･問
群馬県ナースセンター(〒371-00
07･前橋市上泉町1858-7･℡027-
269-5202･ｆ027-269-8601)
期 ９月25日(火)まで　

看護力再開発講習会

　制度の仕組みや利用方法、費
用などについて社会福祉士が分
かりやすく説明します。また、
個別相談も同時に受け付けます｡
時 ９月29日(土)午後１時30分～
３時15分　所 渋川ほっとプラザ
定 50人(個別相談は先着５名)
費 無料　申･問 障害福祉なんで
も相談室(℡�0294)　期 ９月
27日(木)まで(受付時間は午前８
時30分～午後５時)

成年後見制度説明会
　依存症は、意志の弱さや性格
の問題でなく、薬物やアルコー
ルによる脳の障害ですから、専
門家による適切なアドバイスが
必要です。家族からの相談も受
け付けます。
時 原則毎月第２火曜日･第４水
曜日午前８時30分～正午(完全予
約制)　所 県こころの健康セン
ター(前橋市野中町368)　申･問
県こころの健康センター(℡027-
263-1156)

依存症相談

･ｆ027-255-6634･ｍinfo@gun
ma-comipura.jp)へ　期 ９月24
日(月)～10月５日(金)



健康GUIDE
けんこうガイド

けんこうガイド
Health Guide

健康寿命を延ばそう！

20広報しぶかわ21 平成24年９月１日号

　

全
国
で
は
毎
年
約
３
万
人
の

人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
県
の
自
殺
者
数

は
５
０
８
人（
男
性
３
６
６
人
・

女
性
１
４
２
人
）で
、
こ
れ
は
交

通
事
故
に
よ
る
死
亡
の
３･

７

倍
に
な
り
ま
す
。

　

自
殺
に
至
る
背
景
は
、
健
康
、

経
済
、
生
活
、
家
庭
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
要
因
と
な
っ
て
、

複
雑
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
多
く
は
自
殺
直
前

に
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気
を

か
か
え
て
い
ま
す
。

　

心
が
疲
れ
る
と
だ
れ
で
も
う

つ
病
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年

４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
就
学
時
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
。
こ
の
健

康
診
断
は
、
入
学
前
の
お
子
さ

ん
が
専
門
医
師
の
診
察
を
受
け

て
、
必
要
に
応
じ
て
治
療
を
行

い
、
心
身
と
も
に
健
康
な
状
態

で
入
学
す
る
た
め
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

該
当
者
に
は
、
９
月
上
旬
に

「
就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら

せ
」「
就
学
時
健
康
診
断
票
」「
健

す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
心
の
健
康
の

重
要
性
を
認
識
し
、
自
ら
の
心

の
不
調
に
気
付
き
、
適
切
に
対

処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

︿
具
体
的
な
症
状
〉

●
自
分
で
感
じ
る
症
状　

　

悲
し
い
憂
う
つ
な
気
分
・
何

事
に
も
興
味
が
も
て
ず
や
る
気

が
出
な
い
・
食
欲
が
な
い
・
眠

れ
な
い
・
集
中
で
き
な
い
・
イ

ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
着
か
な
い

●
周
囲
か
ら
見
た
症
状

　

以
前
に
比
べ
て
表
情
が
暗
く
、

元
気
が
な
い
・
体
調
不
良
の
訴

え
が
多
く
な
る
・
仕
事
や
家
事

康
お
よ
び
家
庭
状
況
調
査
票
」

を
配
布
し
ま
す
。
書
類
の
配
布

方
法
は
、
原
則
と
し
て
渋
川
地

区
は
郵
送
、
そ
の
ほ
か
の
地
区

は
、
お
子
さ
ん
が
通
っ
て
い
る

幼
稚
園
・
保
育
園
を
通
し
て
配

布
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
書
類
で

健
診
の
日
時
・
場
所
な
ど
を
確

認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
該
当
者
で
書
類
が
届
か

な
い
時
や
病
気
な
ど
で
健
診
日

に
受
け
ら
れ
な
い
時
な
ど
は
、必

ず
二
学
校
教
育
課（
℡
�
２
１

の
能
力
が
低
下
、
ミ
ス
が
増
え

る
・
飲
酒
量
が
増
え
る
・
周
囲

と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に
な
る

︿
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
〉

　

う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気
は
、

や
る
気
や
頑
張
り
で
は
解
決
で

き
ず
、
か
え
っ
て
症
状
が
悪
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る

こ
と
で
、
多
く
の
人
が
回
復
し

て
い
ま
す
。
自
分
自
身
の
変
化

に
気
付
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
早
め
に
医
療
機
関（
か
か

り
つ
け
医
・
心
療
内
科
・
精
神

科
）な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
周
囲
の
人
の
変
化
に

気
付
い
た
ら
、
声
を
掛
け
て
、

ま
ず
は
じ
っ
く
り
と
話
し
を
聴

き
、
受
け
止
め
ま
し
ょ
う
。
批

判
や
ア
ド
バ
イ
ス
は
禁
物
、
受

容
的
・
共
感
的
な
態
度
が
大
切

で
す
。
症
状
が
長
引
く
よ
う
な

２
１
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程　

別
表
の
と
お
り

該
当
者　

平
成
18
年
４
月
２
日

～
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児

持
参
す
る
も
の　

就
学
時
健
康

診
断
の
お
知
ら
せ
、
就
学
時
健

康
診
断
票
、
健
康
お
よ
び
家
庭

状
況
調
査
票（
調
査
票
な
ど
は
、

事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
）、
母
子
健
康
手
帳
、

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
上
ば
き

注
意
事
項　

①
耳
あ
か
を
よ
く

と
り
、
体
を
清
潔
に
し
て
き
て

く
だ
さ
い　

②
健
康
診
断
に
は

内
科
検
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
子
さ
ん
が
着
脱
の
し
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い　

③

受
付
時
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め

に
、
保
護
者
と
お
子
さ
ん
は
必

ず
一
緒
に
受
付
を
し
て
く
だ
さ

い　

④
各
会
場
と
も
駐
車
場
が

足
り
な
い
た
め
、
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
か
、
乗
り

合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
。

９
月
は
自
殺
予
防
月
間

就
学
時
健
診
の
お
知
ら
せ

１
人
で
悩
ま
ず

　
　
　
　

相
談
し
ま
し
ょ
う

入
学
前
の
大
事
な
準
備

　

 
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

ら
相
談
機
関
や
医
療
機
関
へ
の

相
談
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。
本
人

が
拒
否
し
た
場
合
は
無
理
を
せ

ず
、
本
人
が
信
頼
し
て
い
る
家

族
や
友
人
、
上
司
な
ど
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
は
、
周
囲
の
人
が
変

化
に
気
付
き
、
声
を
掛
け
、
話

を
聴
き
、
つ
な
い
で
見
守
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
二
渋
川
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
。

︿
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
窓
口
〉

▽
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
�

１
３
２
１
）　

▽
渋
川
保
健
福
祉

事
務
所（
℡
�
４
１
６
６
）　

▽
群

馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
２
７
ー
２
６
３
ー
１
１
５

６
）　

▽
群
馬
い
の
ち
の
電
話（
℡

０
２
７
ー
２
２
１
ー
０
７
８
３
）

▽
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話（
ｄ

０
１
２
０
ー
７
３
８
ー
５
５
６
）

　９月は健康増進普及月間
です。元気で健康に過ごす
ことは皆さんの願いです。
今までの食生活を見直し、
運動習慣を定着させてみま
せんか。身近なところから
健康づくりを始めて、健康
寿命を延ばしましょう。
●毎日10分間の運動
　例えば通勤時に苦しくな
らない程度の早歩き。これ
も立派な運動になります。
毎日10分間の運動を習慣に
しましょう。
●１日に350ｇの野菜
　日本人は現在、１日平均
約250ｇの野菜を食べてい
ますが、さらに100ｇの野菜
を食べるようにしましょう。
また、朝食をしっかり取りま
しょう。
●禁煙
　タバコを吸うことは健康
を損なうだけでなく、肌の
美しさや若々しさを失うこ
とにもつながります。
●市の取り組み
　市では、皆さんが健康で
生き生きと暮らせるように、
健康診査・各種がん検診な
どを実施しています。まず、
自分の健康状態を知るとこ
ろから始めましょう。また、
食生活改善の講習会や健康
相談で、生活習慣を見直し
ましょう。内容や日時は、開
催に合わせて｢広報しぶかわ」
でお知らせしています。
　詳しくは、二渋川保健セ
ンター（℡�1321）へ。

学　校　名 会　場　名 実施日
（10月）

受付時間
（午後）

渋 川 北 小 学 校 渋川北小学校  ２日（火） 0:40～1:00

渋 川 南 小 学 校 渋川南小学校 10日（水） 1:00～1:10

金 島 小 学 校 金 島 小 学 校 11日（木） 0:40～0:55

古 巻 小 学 校 古 巻 小 学 校  ３日（水） 0:30～0:50

豊 秋 小 学 校 豊 秋 小 学 校 17日（水） 0:40～1:00

渋 川 西 小 学 校 渋川西小学校 16日（火） 1:00～1:15

伊 香 保 小 学 校 伊香保小学校  ５日（金） 1:00～1:20

小 野 上 小 学 校 旧小野上保健センター 12日（金） 0:50～1:00

上 白 井 小 学 校

長 尾 小 学 校 12日（金） 0:40～1:00中 郷 小 学 校

長 尾 小 学 校

三 原 田 小 学 校

津久田小学校 18日（木） 0:45～0:55
刀 川 小 学 校

津 久 田 小 学 校

南 雲 小 学 校

橘 小 学 校 橘 小 学 校 15日（月） 0:50～1:00

橘 北 小 学 校 橘 北 小 学 校 17日（水） 0:50～1:00

平成25年度入学　就学時健康診断日程表

　80歳になっても20本の歯を保つことを目標
とする「8

ハチマルニイマル

020運動｣。県と（社）群馬県歯科医師
会では、歯と口の健康の重要性を啓発し、歯科
保健水準を向上させることを目的に、8020達
成者を募集し、表彰します。
応募資格　県内に住所がある80歳以上の人（昭
和７年８月31日以前生まれ）
応募条件　現在、自分自身の歯が20本以上あっ
て、歯・歯肉および全身の健康状態、口腔清掃
状態が良好な人
応募方法　かかりつけの歯科医院に相談してく

ださい。歯科医師が口腔審査の上、応募用紙を
作成します
※かかりつけの歯科医院がない人は、県歯科医
師会に連絡してください。
審査方法　応募用紙により書類審査を行い、
8020達成者を選出
応募期限　９月29日（土）まで
問い合わせ先　かかりつけの歯科医院または

（社）群馬県歯科医師会（℡027-252-0391）、
県保健予防課（℡027-226-2606）

群馬県8020達成者表彰

　満80歳以上で歯が20本以上の
　　　　　元気な群馬県民を募集!!

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
高
齢
に
な
っ
て
も
元

気
で
日
常
生
活
が
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
介
護
予
防
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

時　

10
月
12
日
㈮
午
後
１

時
30
分
～
３
時（
受
付
は
午

後
１
時
か
ら
）

所　

子
持
社
会
体
育
館

演
題　
「
筋
ト
レ
で
若
返
り
」

師　

浅
川
康
吉
さ
ん（
群
馬

大
学
大
学
院
保
健
学
研
究

科
准
教
授
）

対　

一
般
市
民

定　

１
５
０
人

費　

無
料

持　

動
き
や
す
い
服
装
、

室
内
用
運
動
靴
、
バ
ス
タ

オ
ル

期　

10
月
５
日
㈮
ま
で

申
・
問　

本
高
齢
福
祉
課

（
℡
�
２
１
１
６
）

〈
元
気
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
〉

　

40
歳
以
上
の
参
加
者
に

１
ポ
イ
ン
ト
差
し
上
げ
ま

す
。
３
ポ
イ
ン
ト
で
市
有
日

帰
り
温
泉
施
設
無
料
入
浴

券
１
枚
と
交
換
で
き
ま
す
。

介
護
予
防
講
演
会
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全
国
で
は
毎
年
約
３
万
人
の

人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
県
の
自
殺
者
数

は
５
０
８
人（
男
性
３
６
６
人
・

女
性
１
４
２
人
）で
、
こ
れ
は
交

通
事
故
に
よ
る
死
亡
の
３･

７

倍
に
な
り
ま
す
。

　

自
殺
に
至
る
背
景
は
、
健
康
、

経
済
、
生
活
、
家
庭
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
要
因
と
な
っ
て
、

複
雑
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
多
く
は
自
殺
直
前

に
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気
を

か
か
え
て
い
ま
す
。

　

心
が
疲
れ
る
と
だ
れ
で
も
う

つ
病
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年

４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
就
学
時
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
。
こ
の
健

康
診
断
は
、
入
学
前
の
お
子
さ

ん
が
専
門
医
師
の
診
察
を
受
け

て
、
必
要
に
応
じ
て
治
療
を
行

い
、
心
身
と
も
に
健
康
な
状
態

で
入
学
す
る
た
め
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

該
当
者
に
は
、
９
月
上
旬
に

「
就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら

せ
」「
就
学
時
健
康
診
断
票
」「
健

す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
心
の
健
康
の

重
要
性
を
認
識
し
、
自
ら
の
心

の
不
調
に
気
付
き
、
適
切
に
対

処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

︿
具
体
的
な
症
状
〉

●
自
分
で
感
じ
る
症
状　

　

悲
し
い
憂
う
つ
な
気
分
・
何

事
に
も
興
味
が
も
て
ず
や
る
気

が
出
な
い
・
食
欲
が
な
い
・
眠

れ
な
い
・
集
中
で
き
な
い
・
イ

ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
着
か
な
い

●
周
囲
か
ら
見
た
症
状

　

以
前
に
比
べ
て
表
情
が
暗
く
、

元
気
が
な
い
・
体
調
不
良
の
訴

え
が
多
く
な
る
・
仕
事
や
家
事

康
お
よ
び
家
庭
状
況
調
査
票
」

を
配
布
し
ま
す
。
書
類
の
配
布

方
法
は
、
原
則
と
し
て
渋
川
地

区
は
郵
送
、
そ
の
ほ
か
の
地
区

は
、
お
子
さ
ん
が
通
っ
て
い
る

幼
稚
園
・
保
育
園
を
通
し
て
配

布
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
書
類
で

健
診
の
日
時
・
場
所
な
ど
を
確

認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
該
当
者
で
書
類
が
届
か

な
い
時
や
病
気
な
ど
で
健
診
日

に
受
け
ら
れ
な
い
時
な
ど
は
、必

ず
二
学
校
教
育
課（
℡
�
２
１

の
能
力
が
低
下
、
ミ
ス
が
増
え

る
・
飲
酒
量
が
増
え
る
・
周
囲

と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に
な
る

︿
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
〉

　

う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気
は
、

や
る
気
や
頑
張
り
で
は
解
決
で

き
ず
、
か
え
っ
て
症
状
が
悪
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る

こ
と
で
、
多
く
の
人
が
回
復
し

て
い
ま
す
。
自
分
自
身
の
変
化

に
気
付
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
早
め
に
医
療
機
関（
か
か

り
つ
け
医
・
心
療
内
科
・
精
神

科
）な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
周
囲
の
人
の
変
化
に

気
付
い
た
ら
、
声
を
掛
け
て
、

ま
ず
は
じ
っ
く
り
と
話
し
を
聴

き
、
受
け
止
め
ま
し
ょ
う
。
批

判
や
ア
ド
バ
イ
ス
は
禁
物
、
受

容
的
・
共
感
的
な
態
度
が
大
切

で
す
。
症
状
が
長
引
く
よ
う
な

２
１
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程　

別
表
の
と
お
り

該
当
者　

平
成
18
年
４
月
２
日

～
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児

持
参
す
る
も
の　

就
学
時
健
康

診
断
の
お
知
ら
せ
、
就
学
時
健

康
診
断
票
、
健
康
お
よ
び
家
庭

状
況
調
査
票（
調
査
票
な
ど
は
、

事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
）、
母
子
健
康
手
帳
、

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
上
ば
き

注
意
事
項　

①
耳
あ
か
を
よ
く

と
り
、
体
を
清
潔
に
し
て
き
て

く
だ
さ
い　

②
健
康
診
断
に
は

内
科
検
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
子
さ
ん
が
着
脱
の
し
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い　

③

受
付
時
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め

に
、
保
護
者
と
お
子
さ
ん
は
必

ず
一
緒
に
受
付
を
し
て
く
だ
さ

い　

④
各
会
場
と
も
駐
車
場
が

足
り
な
い
た
め
、
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
か
、
乗
り

合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
。

９
月
は
自
殺
予
防
月
間

就
学
時
健
診
の
お
知
ら
せ

１
人
で
悩
ま
ず

　
　
　
　

相
談
し
ま
し
ょ
う

入
学
前
の
大
事
な
準
備

　

 

忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

ら
相
談
機
関
や
医
療
機
関
へ
の

相
談
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。
本
人

が
拒
否
し
た
場
合
は
無
理
を
せ

ず
、
本
人
が
信
頼
し
て
い
る
家

族
や
友
人
、
上
司
な
ど
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
は
、
周
囲
の
人
が
変

化
に
気
付
き
、
声
を
掛
け
、
話

を
聴
き
、
つ
な
い
で
見
守
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
二
渋
川
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
。

︿
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
窓
口
〉

▽
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
�

１
３
２
１
）　

▽
渋
川
保
健
福
祉

事
務
所（
℡
�
４
１
６
６
）　

▽
群

馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
２
７
ー
２
６
３
ー
１
１
５

６
）　

▽
群
馬
い
の
ち
の
電
話（
℡

０
２
７
ー
２
２
１
ー
０
７
８
３
）

▽
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話（
ｄ

０
１
２
０
ー
７
３
８
ー
５
５
６
）

　９月は健康増進普及月間
です。元気で健康に過ごす
ことは皆さんの願いです。
今までの食生活を見直し、
運動習慣を定着させてみま
せんか。身近なところから
健康づくりを始めて、健康
寿命を延ばしましょう。
●毎日10分間の運動
　例えば通勤時に苦しくな
らない程度の早歩き。これ
も立派な運動になります。
毎日10分間の運動を習慣に
しましょう。
●１日に350ｇの野菜
　日本人は現在、１日平均
約250ｇの野菜を食べてい
ますが、さらに100ｇの野菜
を食べるようにしましょう。
また、朝食をしっかり取りま
しょう。
●禁煙
　タバコを吸うことは健康
を損なうだけでなく、肌の
美しさや若々しさを失うこ
とにもつながります。
●市の取り組み
　市では、皆さんが健康で
生き生きと暮らせるように、
健康診査・各種がん検診な
どを実施しています。まず、
自分の健康状態を知るとこ
ろから始めましょう。また、
食生活改善の講習会や健康
相談で、生活習慣を見直し
ましょう。内容や日時は、開
催に合わせて｢広報しぶかわ」
でお知らせしています。
　詳しくは、二渋川保健セ
ンター（℡�1321）へ。

学　校　名 会　場　名 実施日
（10月）

受付時間
（午後）

渋 川 北 小 学 校 渋川北小学校  ２日（火） 0:40～1:00

渋 川 南 小 学 校 渋川南小学校 10日（水） 1:00～1:10

金 島 小 学 校 金 島 小 学 校 11日（木） 0:40～0:55

古 巻 小 学 校 古 巻 小 学 校  ３日（水） 0:30～0:50

豊 秋 小 学 校 豊 秋 小 学 校 17日（水） 0:40～1:00

渋 川 西 小 学 校 渋川西小学校 16日（火） 1:00～1:15

伊 香 保 小 学 校 伊香保小学校  ５日（金） 1:00～1:20

小 野 上 小 学 校 旧小野上保健センター 12日（金） 0:50～1:00

上 白 井 小 学 校

長 尾 小 学 校 12日（金） 0:40～1:00中 郷 小 学 校

長 尾 小 学 校

三 原 田 小 学 校

津久田小学校 18日（木） 0:45～0:55
刀 川 小 学 校

津 久 田 小 学 校

南 雲 小 学 校

橘 小 学 校 橘 小 学 校 15日（月） 0:50～1:00

橘 北 小 学 校 橘 北 小 学 校 17日（水） 0:50～1:00

平成25年度入学　就学時健康診断日程表

　80歳になっても20本の歯を保つことを目標
とする「8

ハチマルニイマル

020運動｣。県と（社）群馬県歯科医師
会では、歯と口の健康の重要性を啓発し、歯科
保健水準を向上させることを目的に、8020達
成者を募集し、表彰します。
応募資格　県内に住所がある80歳以上の人（昭
和７年８月31日以前生まれ）
応募条件　現在、自分自身の歯が20本以上あっ
て、歯・歯肉および全身の健康状態、口腔清掃
状態が良好な人
応募方法　かかりつけの歯科医院に相談してく

ださい。歯科医師が口腔審査の上、応募用紙を
作成します
※かかりつけの歯科医院がない人は、県歯科医
師会に連絡してください。
審査方法　応募用紙により書類審査を行い、
8020達成者を選出
応募期限　９月29日（土）まで
問い合わせ先　かかりつけの歯科医院または

（社）群馬県歯科医師会（℡027-252-0391）、
県保健予防課（℡027-226-2606）

群馬県8020達成者表彰

　満80歳以上で歯が20本以上の
　　　　　元気な群馬県民を募集!!

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
高
齢
に
な
っ
て
も
元

気
で
日
常
生
活
が
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
介
護
予
防
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

時　

10
月
12
日
㈮
午
後
１

時
30
分
～
３
時（
受
付
は
午

後
１
時
か
ら
）

所　

子
持
社
会
体
育
館

演
題　
「
筋
ト
レ
で
若
返
り
」

師　

浅
川
康
吉
さ
ん（
群
馬

大
学
大
学
院
保
健
学
研
究

科
准
教
授
）

対　

一
般
市
民

定　

１
５
０
人

費　

無
料

持　

動
き
や
す
い
服
装
、

室
内
用
運
動
靴
、
バ
ス
タ

オ
ル

期　

10
月
５
日
㈮
ま
で

申
・
問　

本
高
齢
福
祉
課

（
℡
�
２
１
１
６
）

〈
元
気
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
〉

　

40
歳
以
上
の
参
加
者
に

１
ポ
イ
ン
ト
差
し
上
げ
ま

す
。
３
ポ
イ
ン
ト
で
市
有
日

帰
り
温
泉
施
設
無
料
入
浴

券
１
枚
と
交
換
で
き
ま
す
。

介
護
予
防
講
演
会
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が
ん
の
予
防

　

が
ん
は
、
我
が
国
の
死
亡
原

因
の
第
１
位
で
す
。
部
位
別
死

亡
数
を
み
る
と
、
気
管
・
気
管

支
お
よ
び
肺
が
１
位
で
、
次
い

で
胃
、
大
腸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
死
亡
率
は
40
歳
を
超

え
た
頃
か
ら
上
昇
し
ま
す
。
が

ん
に
な
る
と
生
命
お
よ
び
健
康

に
と
っ
て
重
大
な
問
題
と
な
り

ま
す
。
が
ん
は
自
覚
症
状
が
現

れ
て
か
ら
で
は
治
療
も
困
難
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
早
期
発
見

が
重
要
で
す
。

　

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間
で
す
。

市
で
は
、
各
種
が
ん
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

〈
が
ん
の
危
険
信
号
〉

▽
胃
＝
胃
の
具
合
が
悪
く
、
食

欲
が
な
く
、
好
み
が
か
わ
っ
た

り
し
て
い
な
い
か　

▽
子
宮
＝

お
り
も
の
や
、
不
正
出
血
は
な

い
か　

▽
乳
房
＝
乳
房
の
中
に

し
こ
り
は
な
い
か　

▽
食
道
＝

飲
み
込
む
時
に
、
つ
か
え
る
こ

と
は
な
い
か　

▽
大
腸
＝
便
に

血
や
粘
液
が
混
じ
っ
た
り
し
て

い
な
い
か　

▽
肺
＝
咳せ

き

が
続
い

た
り
、
痰た

ん

に
血
が
混
じ
っ
た
り

し
て
い
な
い
か　

▽
咽い

ん
と
う頭
＝
声

が
か
す
れ
た
り
し
て
い
な
い
か

▽
舌
、
皮
膚
＝
治
り
に
く
い
潰か

い

瘍よ
う

は
な
い
か　

▽
腎
臓
、
ぼ
う

こ
う
、
前
立
腺
＝
尿
の
出
が
悪

か
っ
た
り
、
血
が
混
じ
っ
た
り

し
て
い
な
い
か

　

そ
の
ほ
か
、
日
常
生
活
に
注

意
し
て
、
が
ん
の
予
防
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

〈
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
12
カ
条
〉

①
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る

②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活

を　

③
食
べ
過
ぎ
を
さ
け
、
脂

肪
は
控
え
め
に　

④
飲
酒
は
ほ

ど
ほ
ど
に　

⑤
た
ば
こ
は
吸
わ

な
い
よ
う
に　

⑥
食
べ
物
か
ら

適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
多
く
の
繊

維
質
を
と
る　

⑦
塩
辛
い
も
の

は
少
な
め
に
、
あ
ま
り
熱
い
も

の
は
冷
ま
し
て
か
ら　

⑧
焦
げ

た
部
分
は
さ
け
る　

⑨
か
び
の

生
え
た
も
の
に
注
意　

⑩
日
光

に
あ
た
り
過
ぎ
な
い　

⑪
適
度

に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る　

⑫
身
体

を
清
潔
に

健

康

管

理

課

輝く明日に向けて 隔月４回掲載／第３回

渋川地区

対話集会報告

渋川家庭教育カウンセリング協会の11人が参加
　市では、市民の皆さんから直接意見を聴くため、
対話集会を行っています。７月12日には、中央公
民館で渋川家庭教育カウンセリング協会の11人に
参加してもらい、開催しました。参加者からの意見
に対する市長の回答や、市の対応状況などの一部を
紹介します。

︿
伊
香
保
温
泉
の
活
性
化
策
〉

　

大
学
生
の
合
宿
を
誘
致
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
温
泉

を
活
用
し
た
健
康
や
リ
ハ
ビ
リ
、
伊

香
保
の
イ
メ
ー
ジ
を
活
用
し
て
俳
句

甲
子
園
な
ど
を
誘
致
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

市
長
の
回
答　

大
学
生
の
合
宿
誘
致

は｢

渋
川
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
地
域
活

性
化
構
想｣

で
も
検
討
し
て
お
り
、

伊
香
保
温
泉
の
旅
館
を
活
用
す
れ
ば

受
け
入
れ
は
可
能
と
思
い
ま
す
。
市

内
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
予
約
先
が
ば

ら
ば
ら
な
の
で
、
一
元
化
し
て
対
応

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
伊

香
保
に
滞
在
し
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お

り
、
北
関
東
循
環
器
病
院
や
長
野
県

の
小
布
施
町
と
パ
ワ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
連
携
・
協
力
を
検
討
し
て
い
ま

す
。　

（
本
企
画
課
・
二
体
育
課
）

担
当
課
よ
り　

本
年
度
策
定
す
る

｢

渋
川
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
地
域
活
性

化
構
想｣

、｢

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画｣
で

交
流
人
口
の
拡
大
を
一
つ
の
柱
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学
生
等
の
合

宿
に
限
ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
に
係
る
全
国

大
会
な
ど
の
誘
致
や
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
交
流
に
つ
い
て
具
体
的
、
効

果
的
で
実
効
性
の
あ
る
計
画
の
策
定

を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
二
体
育
課
）

︿
外
国
人
の
声
を
市
政
に
〉

　

私
は
渋
川
市
出
身
で
す
が
、
ア
メ

リ
カ
で
結
婚
し
て
ア
メ
リ
カ
国
籍
と

な
り
ま
し
た
。
外
国
人
住
民
の
声
を

も
っ
と
聞
い
て
欲
し
い
で
す
。

市
長
の
回
答　

外
国
人
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
も
し
っ
か
り
聞
く
の
は
基

本
で
す
の
で
、
遠
慮
な
く
お
話
し
く

だ
さ
い
。
外
か
ら
渋
川
の
こ
と
を
見
る

こ
と
の
で
き
る
人
た
ち
の
意
見
は
大

事
で
す
。　
　
　
（
本
秘
書
広
報
課
）

︿
保
育
園
の
送
迎
に
つ
い
て
〉

　

保
育
園
へ
送
迎
に
来
る
親
た
ち

が
、
駐
車
場
に
止
め
ず
に
保
育
園
の

入
口
に
付
け
、
子
ど
も
よ
り
先
に
荷

物
を
載
せ
て
い
て
、
子
ど
も
が
車
道

に
出
て
き
て
大
変
危
険
で
す
。

市
長
の
回
答　

保
育
所
や
保
護
者
な

ど
に
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
こ
ど
も
課
）

︿
活
動
場
所
の
確
保
〉

　

６
月
に
開
催
さ
れ
た
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
講
座
を
受
講
し
た
お
母
さ
ん
と

話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
思
っ

た
よ
り
悩
み
が
深
刻
で
し
た
。
次
回

の
講
座
が
９
月
で
す
の
で
、
夏
休
み

の
間
に
何
か
力
に
な
れ
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
が
、
２
人
で
話
す
場
所
が

あ
り
ま
せ
ん
。
第
二
庁
舎
な
ど
で
、

自
由
に
話
が
で
き
る
場
所
な
ど
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

市
長
の
回
答　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協

会
の
人
が
週
の
決
ま
っ
た
曜
日
に
来

て
い
た
だ
い
て
、
自
由
に
悩
み
事
を

聞
け
る
相
談
室
と
し
て
使
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
か
な
ど
、
担
当
課

に
確
認
し
て
み
ま
す
。　

　
　
　

  　
　
　
（
二
生
涯
学
習
課
）

担
当
課
よ
り
　
市
民
に
身
近
な
相
談

窓
口
と
し
て
は
、
各
公
民
館
で
の
巡

回
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
有
効
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
特
定
の
場
所
を
拠

点
と
し
た
活
動
を
望
ま
れ
る
場
合

は
、
今
後
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
と

協
議
の
う
え
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　　

（
二
生
涯
学
習
課
）

男女共同参画
家族みんなで家事を分担

　あなたは日常家事をしていますか？特に仕事
を持つ男性は食事の支度や掃除、洗濯などを女
性に任せきりという人もいるのではないでしょ
うか。共働き世帯が増加している今、家事や育
児の分担は当たり前になってきていますが、や
はり｢家事・育児は女性の仕事｣というイメージ
は抜け切れていないように思われます。
　でも、もしパートナーや家族が病気やけがで
家事ができなくなってしまったり、先立たれて
しまったら…。いざという時に自分自身で自立
した生活はできますか？家事は、一朝一夕にで
きるようにはなりません。｢男は家事をしなく
てもよい｣と言われて育った人もいるかもしれ
ませんが、いざという時に｢何をどうしたらい
いのか分からない｣といったことにならないよ
う、日頃から家事を一緒にしてみてはどうでし
ょうか。子育て中の家庭でしたら、｢男の子だ
から家事はしなくてもよい｣といった意識は捨

てて、男女問わず｢お手伝い｣から始めてみる
のもよいでしょう。だんだんと｢できるように
なる｣ことを楽しみながら、家族が協力してい
くことが肝心です。　　　　（本市民生活課）

出典：社会生活基本調査（平成18年）より抜粋

共働き世帯の家事時間（総平均時間）

300

250

200

150

100

50

0
夫
婦
の
み
の
世
帯

夫
婦
と
子
ど
も
の
世
帯

夫
婦
の
み
の
世
帯

夫
婦
と
子
ど
も
の
世
帯

（分）

夫 妻

11 11

161

239

渋川家庭教育
カウンセリング協会
平成22年12月、カウン
セラーの育成とカウンセ
リングの普及を図り、家
庭教育に悩みを持つ親を
サポートするために発足。
カウンセリング講座や講
演会の開催、参加者の相
談対応も行っています。

…健康の道しるべ 毎月掲載
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が
ん
の
予
防

　

が
ん
は
、
我
が
国
の
死
亡
原

因
の
第
１
位
で
す
。
部
位
別
死

亡
数
を
み
る
と
、
気
管
・
気
管

支
お
よ
び
肺
が
１
位
で
、
次
い

で
胃
、
大
腸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
死
亡
率
は
40
歳
を
超

え
た
頃
か
ら
上
昇
し
ま
す
。
が

ん
に
な
る
と
生
命
お
よ
び
健
康

に
と
っ
て
重
大
な
問
題
と
な
り

ま
す
。
が
ん
は
自
覚
症
状
が
現

れ
て
か
ら
で
は
治
療
も
困
難
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
早
期
発
見

が
重
要
で
す
。

　

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間
で
す
。

市
で
は
、
各
種
が
ん
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

〈
が
ん
の
危
険
信
号
〉

▽
胃
＝
胃
の
具
合
が
悪
く
、
食

欲
が
な
く
、
好
み
が
か
わ
っ
た

り
し
て
い
な
い
か　

▽
子
宮
＝

お
り
も
の
や
、
不
正
出
血
は
な

い
か　

▽
乳
房
＝
乳
房
の
中
に

し
こ
り
は
な
い
か　

▽
食
道
＝

飲
み
込
む
時
に
、
つ
か
え
る
こ

と
は
な
い
か　

▽
大
腸
＝
便
に

血
や
粘
液
が
混
じ
っ
た
り
し
て

い
な
い
か　

▽
肺
＝
咳せ

き

が
続
い

た
り
、
痰た

ん

に
血
が
混
じ
っ
た
り

し
て
い
な
い
か　

▽
咽い

ん
と
う頭
＝
声

が
か
す
れ
た
り
し
て
い
な
い
か

▽
舌
、
皮
膚
＝
治
り
に
く
い
潰か

い

瘍よ
う

は
な
い
か　

▽
腎
臓
、
ぼ
う

こ
う
、
前
立
腺
＝
尿
の
出
が
悪

か
っ
た
り
、
血
が
混
じ
っ
た
り

し
て
い
な
い
か

　

そ
の
ほ
か
、
日
常
生
活
に
注

意
し
て
、
が
ん
の
予
防
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

〈
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
12
カ
条
〉

①
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る

②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活

を　

③
食
べ
過
ぎ
を
さ
け
、
脂

肪
は
控
え
め
に　

④
飲
酒
は
ほ

ど
ほ
ど
に　

⑤
た
ば
こ
は
吸
わ

な
い
よ
う
に　

⑥
食
べ
物
か
ら

適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
多
く
の
繊

維
質
を
と
る　

⑦
塩
辛
い
も
の

は
少
な
め
に
、
あ
ま
り
熱
い
も

の
は
冷
ま
し
て
か
ら　

⑧
焦
げ

た
部
分
は
さ
け
る　

⑨
か
び
の

生
え
た
も
の
に
注
意　

⑩
日
光

に
あ
た
り
過
ぎ
な
い　

⑪
適
度

に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る　

⑫
身
体

を
清
潔
に

健

康

管

理

課

輝く明日に向けて 隔月４回掲載／第３回

渋川地区

対話集会報告

渋川家庭教育カウンセリング協会の11人が参加
　市では、市民の皆さんから直接意見を聴くため、
対話集会を行っています。７月12日には、中央公
民館で渋川家庭教育カウンセリング協会の11人に
参加してもらい、開催しました。参加者からの意見
に対する市長の回答や、市の対応状況などの一部を
紹介します。

︿
伊
香
保
温
泉
の
活
性
化
策
〉

　

大
学
生
の
合
宿
を
誘
致
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
温
泉

を
活
用
し
た
健
康
や
リ
ハ
ビ
リ
、
伊

香
保
の
イ
メ
ー
ジ
を
活
用
し
て
俳
句

甲
子
園
な
ど
を
誘
致
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

市
長
の
回
答　

大
学
生
の
合
宿
誘
致

は｢

渋
川
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
地
域
活

性
化
構
想｣

で
も
検
討
し
て
お
り
、

伊
香
保
温
泉
の
旅
館
を
活
用
す
れ
ば

受
け
入
れ
は
可
能
と
思
い
ま
す
。
市

内
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
予
約
先
が
ば

ら
ば
ら
な
の
で
、
一
元
化
し
て
対
応

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
伊

香
保
に
滞
在
し
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お

り
、
北
関
東
循
環
器
病
院
や
長
野
県

の
小
布
施
町
と
パ
ワ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
連
携
・
協
力
を
検
討
し
て
い
ま

す
。　

（
本
企
画
課
・
二
体
育
課
）

担
当
課
よ
り　

本
年
度
策
定
す
る

｢

渋
川
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
地
域
活
性

化
構
想｣

、｢

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画｣

で

交
流
人
口
の
拡
大
を
一
つ
の
柱
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学
生
等
の
合

宿
に
限
ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
に
係
る
全
国

大
会
な
ど
の
誘
致
や
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
交
流
に
つ
い
て
具
体
的
、
効

果
的
で
実
効
性
の
あ
る
計
画
の
策
定

を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
二
体
育
課
）

︿
外
国
人
の
声
を
市
政
に
〉

　

私
は
渋
川
市
出
身
で
す
が
、
ア
メ

リ
カ
で
結
婚
し
て
ア
メ
リ
カ
国
籍
と

な
り
ま
し
た
。
外
国
人
住
民
の
声
を

も
っ
と
聞
い
て
欲
し
い
で
す
。

市
長
の
回
答　

外
国
人
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
も
し
っ
か
り
聞
く
の
は
基

本
で
す
の
で
、
遠
慮
な
く
お
話
し
く

だ
さ
い
。
外
か
ら
渋
川
の
こ
と
を
見
る

こ
と
の
で
き
る
人
た
ち
の
意
見
は
大

事
で
す
。　
　
　
（
本
秘
書
広
報
課
）

︿
保
育
園
の
送
迎
に
つ
い
て
〉

　

保
育
園
へ
送
迎
に
来
る
親
た
ち

が
、
駐
車
場
に
止
め
ず
に
保
育
園
の

入
口
に
付
け
、
子
ど
も
よ
り
先
に
荷

物
を
載
せ
て
い
て
、
子
ど
も
が
車
道

に
出
て
き
て
大
変
危
険
で
す
。

市
長
の
回
答　

保
育
所
や
保
護
者
な

ど
に
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
こ
ど
も
課
）

︿
活
動
場
所
の
確
保
〉

　

６
月
に
開
催
さ
れ
た
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
講
座
を
受
講
し
た
お
母
さ
ん
と

話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
思
っ

た
よ
り
悩
み
が
深
刻
で
し
た
。
次
回

の
講
座
が
９
月
で
す
の
で
、
夏
休
み

の
間
に
何
か
力
に
な
れ
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
が
、
２
人
で
話
す
場
所
が

あ
り
ま
せ
ん
。
第
二
庁
舎
な
ど
で
、

自
由
に
話
が
で
き
る
場
所
な
ど
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

市
長
の
回
答　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協

会
の
人
が
週
の
決
ま
っ
た
曜
日
に
来

て
い
た
だ
い
て
、
自
由
に
悩
み
事
を

聞
け
る
相
談
室
と
し
て
使
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
か
な
ど
、
担
当
課

に
確
認
し
て
み
ま
す
。　

　
　
　

  　
　
　
（
二
生
涯
学
習
課
）

担
当
課
よ
り
　
市
民
に
身
近
な
相
談

窓
口
と
し
て
は
、
各
公
民
館
で
の
巡

回
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
有
効
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
特
定
の
場
所
を
拠

点
と
し
た
活
動
を
望
ま
れ
る
場
合

は
、
今
後
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
と

協
議
の
う
え
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　　

（
二
生
涯
学
習
課
）

男女共同参画
家族みんなで家事を分担

　あなたは日常家事をしていますか？特に仕事
を持つ男性は食事の支度や掃除、洗濯などを女
性に任せきりという人もいるのではないでしょ
うか。共働き世帯が増加している今、家事や育
児の分担は当たり前になってきていますが、や
はり｢家事・育児は女性の仕事｣というイメージ
は抜け切れていないように思われます。
　でも、もしパートナーや家族が病気やけがで
家事ができなくなってしまったり、先立たれて
しまったら…。いざという時に自分自身で自立
した生活はできますか？家事は、一朝一夕にで
きるようにはなりません。｢男は家事をしなく
てもよい｣と言われて育った人もいるかもしれ
ませんが、いざという時に｢何をどうしたらい
いのか分からない｣といったことにならないよ
う、日頃から家事を一緒にしてみてはどうでし
ょうか。子育て中の家庭でしたら、｢男の子だ
から家事はしなくてもよい｣といった意識は捨

てて、男女問わず｢お手伝い｣から始めてみる
のもよいでしょう。だんだんと｢できるように
なる｣ことを楽しみながら、家族が協力してい
くことが肝心です。　　　　（本市民生活課）

出典：社会生活基本調査（平成18年）より抜粋

共働き世帯の家事時間（総平均時間）
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夫
婦
の
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世
帯

夫
婦
と
子
ど
も
の
世
帯

（分）

夫 妻

11 11

161

239

渋川家庭教育
カウンセリング協会
平成22年12月、カウン
セラーの育成とカウンセ
リングの普及を図り、家
庭教育に悩みを持つ親を
サポートするために発足。
カウンセリング講座や講
演会の開催、参加者の相
談対応も行っています。

…健康の道しるべ 毎月掲載
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撮影日：平成 24 年８月19日
撮影者：秘書広報課職員

　皆さんが撮影した写真を募集します。写真
にタイトルと撮影場所、撮影日、住所、氏名
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※特定の人物を中心に撮影しているものなど、
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【市内山車巡行】

境内に七不思議の伝説がある雙林寺

　雙
そ う

林
り ん

寺
じ

は、1457 年、白井城主長尾景
か げ

仲
な か

によって建てら
れた曹洞宗の名

め い

刹
さ つ

。かつては、上
こ う

野
づ け

・信濃・越後・佐渡の
４カ国の僧録所として 2,000 人もの僧を抱える大寺でし
た。七不思議とは、①開山の一つ拍子木、②竜神水、③千
本樫、④開山のつなぎカヤ、⑤鏡の井戸、⑥山門の小僧と
総門の鶴、⑦忠

た だ

度
の り

の逆さ桜で、いずれも寺の境内にある樹
木や建造物に関する言い伝えです。このうち、⑤鏡の井戸
の言い伝えは、境内にある井戸をのぞいて顔が映らないと、
すぐに死んでしまう、とのこと。のぞいてみたいような、で
も怖くてのぞけないような…。

　ロンドンオリンピックでの日本選手の活躍は素晴らし
かった！メダルとともに写真に写る選手の笑顔は、とて
も輝いていました。きっと、東日本大震災で被災した人
たちも、たくさんの元気と勇気をもらったことでしょう
ね。東北にも復興の笑顔が輝く日を願っています。(灰)

vol.29


